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民法・その他法令 

 

１．民法 

 

■意思表示 

（１）意思表示が、意思表示に対応する意思を欠く錯誤によりなされた場合において、その

錯誤が重大な過失によるものであったときは、原則として、【ａ：①取り消すことができ

る、②取り消すことができない】。もっとも、相手方が表意者に錯誤があることを知って

いたときは、【ｂ：①取り消すことができる、②取り消すことができない】。 

 

（２）相手方と通じてした虚偽の意思表示は、無効となるが、この意思表示の無効は、【ａ：

①善意の第三者に対抗することができない、②善意でかつ過失がある第三者に対抗する

ことができる】。また、強迫による意思表示は、取り消すことができるが、【ｂ：①悪意

の第三者に対抗することができる、②善意でかつ過失がない第三者には対抗することが

できない】。 

 

■制限行為能力 

（３）未成年者とは、【ａ：①18 歳未満の者、②20 歳未満の者】をいう。未成年者が単純贈

与を受ける場合、法定代理人の同意を【ｂ：①得なければならない、②得る必要はない】。 

 

（４）精神上の障害により事理を弁識する能力を欠く常況にある者が後見開始の審判を受け、

成年被後見人となった場合、成年被後見人は、成年後見人の同意を得て、日常生活に関

する行為以外の行為を【①行うことができる、②行うことはできない】。 

 

（５）制限行為能力者が行為能力者であることを信じさせるため詐術を用いたときは、その

行為を取り消すことができない。例えば、制限行為能力者が制限行為能力者であること

を黙秘していた場合であっても、それが制限行為能力者の他の言動などとあいまって、

相手方を誤信させ、又は誤信を強めたものと認められる場合、詐術に【①あたる、②あ

たらない】。 
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（１）（２）意思表示等のまとめ 

 当事者間の効力 
第三者に対する対抗 

（○：できる、×：できない） 

心裡留保 

原則：有効 

例外：無効（真意ではないことを知り、 

又は知ることができたとき） 

× 

（善意の第三者） 

虚偽表示 無効 
× 

（善意の第三者） 

錯誤 取り消すことができる 
× 

（善意無過失の第三者） 

詐欺 取り消すことができる 
× 

（善意無過失の第三者） 

強迫 取り消すことができる ○ 

 

（３）（４）制限行為能力者 

 
保護者による

同意の可否 
取り消すことができない行為 

未成年者 

(18 歳未満の者) 
可 

・ 単に権利を得、又は義務を免れる行為 

・ 法定代理人が目的を定めて処分を許した財産の 

その目的の範囲内の処分 

・ 法定代理人が目的を定めず処分を許した財産の処分 

・ 営業の許可を得た場合における、その営業に関する行為 

成年 

被後見人 
不可 ・ 日用品の購入その他日常生活に関する行為 

被保佐人 可 

・ 日用品の購入その他日常生活に関する行為 

・ 民法 13 条 1 項に列挙された行為及び家庭裁判所により

保佐人の同意を得なければならない旨の審判を受けた行

為以外の行為 

 

 

 

 

正 解 （１）【ａ：②、ｂ：①】（２）【ａ：①、ｂ：①】（３）【ａ：①、ｂ：②】 

（４）【②】（５）【①】 


